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抄録  
 

本研究の目的は，中学・高校・大学年代のスポーツ指導に携わる指導者を対象とし,ライ

フスキルの獲得を促す働きかけ，すなわちコーチングスキルを指導者の実践的な経験から

抽出し，多くの指導者に該当するような汎用的なコーチングスキル明らかにし，同コーチ

ングスキルを評価することが可能な心理尺度の開発であった．第一次予備調査の半構造化

インタビュー（指導者 20 名:男性 17 名，女性 3 名，平均指導経験年数 15.8±7.7 年）と第

二次予備調査のアンケート調査（指導者 258 名：男性 212 名，女性 44 名，指導者の内訳：

大学指導者 54 名【男性 45 名，女性 9 名】，高校指導者 90 名【男性 78 名，女性 12 名】，中

学指導者 114 名【男性 92 名，女性 22 名】）で得られた資料を参考に選定された 40 項目の

ライフスキル獲得を促すコーチングスキルに対して，551 名（男性 458 名，女性 93 名，指

導者の内訳として，大学指導者 150 名【男性 141 名，女性 9 名】，高校指導者 230 名【男性

195 名，女性 35 名】，中学指導者【男性 122 名，女性 49 名】）の指導者に反応を求めた．	
 	
 

探索的因子分析の結果，指導者はライフスキルの獲得を促す働きかけとして，「可視

化を促すコーチング」，「感謝の心の育成を促すコーチング」，「自発的な行動を促すコ

ーチング」，「目標達成を促すコーチング」の４下位尺度（計 16 項目）が日々の指導場

面で実践されているコーチングスキルの構成として示され，ライフスキルの獲得を促

す「スポーツコーチングスキル尺度」が開発された．	
 

また，各々の因子ともα係数は基準値である.70 以上であり，尺度としての信頼性は確

保されていることが示された．さらに，既存尺度や大学生アスリートのライフスキルとの

間に有意な相関関係が認められ，妥当性が示された．	
 

 
キーワード：ライフスキル，コーチング，指導者，人間形成，尺度開発  
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Development of a Sports Coaching Skills Scale for Promoting 

Life Skills Acquisition 
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Abstract 
 

The purpose of this study was to develop the psychological scale to evaluate coaching 
skills of junior high school, high school, and university coaches which promote player’s 
life skills acquisition in athletic extracurricular activities. 

First of all, semi-structured interviews (n=20: 17 males and 3 females, average years 
of athletic coaching experiences=15.8±7.7) were conducted to gather the descriptive 
data to create a number of scale items. After that, scale development were conducted 
through the preliminary survey (n=258: 212 males and 44 females, 114 junior high 
school coaches, 90 high school coaches, and 54 university coaches), and the main 
survey (n=551: 458 males and 93 females, 171 junior high school coaches, 230 high 
school coaches, and 150 university coaches). The aim of former survey was selecting 
items carefully. On the other hands, the aim of latter survey was to determine the 
factor structure and constructing scale. 

The result of exploratory factor analysis using the data obtained from the main 
survey revealed that this scale covers following 4 factors: coaching skills for promoting 
(1) visualization of practical process, (2) appreciating others, (3) spontaneous 
behaviors, and (4) achieving goals. Additionally, the score of each subscale was 
moderately reliable and valid. 

Finally, the psychological scale named “Sports Coaching Skills Scale” was developed. 
For the future research, how to apply this scale to coaches in athletic extracurricular 
activities for promoting coaches’ self-improvement was discussed. 
 
Key Words: life skills, coaching, coach, human development， scale development 
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１．問題	
 

近年,一部のアスリートによる暴力事件や強盗事

件等の問題行動がマスコミにより日常的に報道され

ている.アスリートの問題行動の予防は早急に対応

すべき検討課題の 1 つとして位置づけられる.それ

らを予防するための1つの要因として体育・スポー

ツ心理学領域では	
 「ライフスキル」（Life	
 Skills：

以下，LS）獲得を支援する調査研究,または実践研究

が国内外で活発に行われている．LS とは,「日常生

活で生じるさまざまな問題や欲求に対して,建設的

かつ効果的に対処するために必要な能力」(WHO，

1997)等と定義され,わが国では 21 世紀における教

育の基本目標である「生きる力」に極めて類似した

概念として位置づけられている．そこでは,スポーツ

経験が LS に正の影響を与えていることが示されて

おり，獲得の程度は指導者の適切な働きかけが影響

すると報告されている（上野・中込1998）．しかし，

選手のLSの獲得を促す指導者による働きかけ,すな

わちコーチングスキル（Coaching	
 	
 Skills：以下,CS）

については，著書などで経験的に提示されている場

合がほとんどである.	
 

⒉．目的	
 

そこで本研究では，アスリートの人間的な成長を

促進する方略の一つでもあるLSに焦点を当て，同ス

キルの獲得を促す働きかけ，すなわちCSを指導者の

実践的な経験から抽出し，汎用的なCSを明らかにす

る．また，その後，同CSを評価することが可能な心

理尺度の開発を目的とする.	
 

3．第一次予備調査	
 

3．1 目的	
 

中学・高校・大学年代のスポーツ指導に携わる指

導者を対象とした，半構造化インタビュー調査を実

施する．そこでは，日々の指導場面において，どの

ようにしてアスリートのLS獲得を促すCSが展開さ

れているのかを指導者による経験的な語りから，実

践的なデータの抽出を試み，検討を行うことを目的

とする．	
 

3．2	
 方法	
 

3．2．1	
 調査対象	
 

	
 調査対象者は，関西地区，関東地区のスポーツ

指導に携わる指導者20名（男性17名，女性3名，

平均指導経験年数15.8±7.7年）であった．また，

対象者における競技種目の選定については野球，

サッカー，バスケットボール，ハンドボール，テ

ニス，水泳，陸上競技，柔道など，個人種目や集

団種目などの属性に偏ることなく依頼を行った．	
 

先行研究や著書などでは全国優勝などの高い指

導実績を有する指導者を対象としているため，本

研究でも全国優勝経験者11名，全国大会出場経験

者 5 名，近畿大会や関東大会などの地方大会出場

経験者 4 名というような，指導実績の高い指導者

を中心として対象者の選定を行った．	
 

3．2．2	
 調査時期	
 

2015 年 2 月～2015 年 4 月に半構造化インタビュ

ーを実施した．	
 

3．2．3	
 調査内容	
 

半構造化インタビュー調査では，参考資料として，

島本ほか（2013）が一流のスポーツ指導者たちの実

践的な経験をもとに見出したアスリートに求められ

るLS（ストレスマネジメント，目標設定，考える力，

感謝する心，コミュニケーション，礼儀・マナー，

最善の努力，責任ある行動，謙虚な心，体調管理）

の10側面を用い，日々の指導場面でLSの獲得を促

したであろうスポーツコーチングについて，1人約1

時間程度，指導者の経験から語ってもらった．イン

タビュー調査を実施する際の教示方法は，LSの10

側面ごとに教示例を変えて行った．例えば，考える

力の育成を促すコーチングでは「選手が自主的に考

えるようになるためのスキルを効果的に身に付けさ

せるためには指導者としてどのような働きかけをし

ていますか」など，謙虚な心を育成するコーチング

では「謙虚な気持ちや姿勢を身に付けさせるために

は指導者としてどのような働きかけをしていますか」

など，礼儀・マナーのスキル獲得を育成するコーチ
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ングでは「礼儀・マナーのスキルを効果的に身に付

けさせるためには指導者としてどのような働きかけ

をしていますか」など，「指導者がより具体的にLS

獲得を促すコーチングはどのようなものか」をイメ

ージできるように配慮をして実施した．	
 

3．2．4	
 項目作成の方法	
 

インタビューで得られたデータを参考に項目作

成を行った．作成の手順として，例えば謙虚な心の

育成を促すコーチングに関して「指導者が謙虚な姿

を示して，選手に態度や姿勢で教えている」とイン

タビューで回答したとのであれば，この回答を項目

に反映して作成すると「指導者自身が謙虚な姿勢を

するようにしている」となる．このように作成した

項目について，スポーツ心理学を専門とし，且つス

ポーツ指導経験を有する大学教員３名を含む４名の

共同研究者で，作成した項目における内容的，意味

的な汎用性の検討を行った．また，個人の経験に偏

った項目の有無も検討し選定作業を行った．	
 

3．3	
 結果及び総合考察	
 

島本ほか(2013)	
 が一流の指導者たちの実践的な

経験をもとに見出したアスリートに求められる LS

を用いて，中学・高校・大学年代のスポーツ指導に

携わる指導者を対象とした半構造化インタビューを

実施した．結果，112項目のLSの獲得を促したであ

ろうCSが指導者の実践的な語りより抽出された．コ

ーチングの内容は，全体的な傾向として一方的に指

示を促して行動を強制するのではなく，選手の自発

的な行動を促すコーチングが展開されていることが

示された．また，選手の自発的な行動を促し，効果

的に LS を獲得させるための具体的なテクニックと

して，指導者による直接的なコーチングにより LS

とはどのようなものか具体的に促している傾向があ

ることが示唆された．さらに，指導者は間接的なコ

ーチングにより，LSの獲得が予測されるような環境

や状況を設定し，選手が自らの力で問題や欲求を建

設的かつ効果的に対処できるように働きかけている

と示唆される.そのため，選手の自発的な行動のもと

にLSの獲得を促していると考えられる．	
 

4．第二次予備調査	
 

4．1	
 目的	
 

本研究は，中学，高校，大学年代のスポーツ指導に

携わる指導者を対象とし，LSの獲得を促すCSにおける

汎用性を，質問調査を通じて量的に調査し，同スキル

の因子構造を明らかにすることを目的とする．その際

に用いられる質問紙は，第一次予備調査から得られた

資料を参考として作成された112項目で構成されたも

のである．	
 

4．2	
 方法	
 

4．2．1	
 調査対象	
 

調査対象者は，関西地区，関東地区のスポーツ指導

に携わる267名（男性223名，女性44名）を対象であり，

記入漏れなどの不備が見られる回答は除外した．その

結果，有効回答数258名（男性212名，女性44名）（有

効回答率96.6％）であった．また，調査対象者の内訳

として，大学指導者54名（男性45名，女性9名），高校

指導者90名（男性78名，女性12名），中学指導者114

名（男性92名，女性22名）であった.本研究は汎用的

なCSの抽出を目的としているため，対象の競技種目は

個人種目，集団種目に偏ることのないように調査の依

頼を行った.そのため，被験者の指導競技種目はサッ

カー，バスケットボール，野球，卓球，テニス，バレ

ーボール，陸上競技，剣道，バトミントン，柔道，空

手道，山岳，水泳，相撲，弓道，ゴルフ，射撃，ラグ

ビー，ホッケー，アイススケート，フィギュアスケー

ト，ハンドボール，アーチェリー，アメリカンフット

ボール，ソフトボールの合計25種目である．	
 

4．2．2	
 調査時期	
 

2015年5月～同年10月初旬	
 

4．2．3	
 調査内容	
 

第一次予備調査で作成した 112 項目をもとに質

問紙を作成し，調査対象者に対して，「日々の指導

場面についてお聞きします．」と記した後，「現在

のご自身の様子に最も当てはまる」ものを 4 件法

（1.ぜんぜん当てはまらない～４.とても当ては
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まる）により回答を求めた．	
 

4．2．4	
 手続き	
 

調査への手続きとしては，中学，高校，大学年

代の各調査団体へは筆者又は共同研究者がコンタ

クトをとり，依頼を行った．各調査団体へは直接

筆者が出向き，口頭にて代表者に本研究の概要な

らびに記入方法を説明したうえで正式に調査協力

の承諾を得た．後日，調査団体の代表者が職員会

議などで指導者へ研究の概要ならびに記入方法を

説明し，その場で回答，回収をしてもらい，実施

後に回収したアンケートを受け取るために各団体

へ訪問した．また，先方の時間の都合上で直接筆

者が出向くことが出来なかった団体へは郵送調査

法により調査を行った．	
 

4．2．5	
 統計処理	
 

分析方法としては，まず，因子分析を行う前に，

鎌原（1998）を参考に項目の平均値（1.5 未満，

または 3.5 以上を削除）から項目分析を行い，回

答に偏向が見られる項目を７項目削除とした．LS

の獲得を促すスポーツコーチングスキル尺度の項

目について主因子法（プロマックス回転）による

因子分析を行い，因子負荷量.35 以上の項目を精

選した．解釈可能になるまで項目の精選を行った．

分析には SPSS	
 Statistics	
 17.0 を使用し，有意

水準は5％とした．  

4．3	
 結果及び考察	
 

第一次予備調査で得られた資料を参考として作成

された112項目の質問紙を用い，LSの獲得を促すCSに

おける汎用性を，質問調査を通じて量的に調査し，同

スキルの因子構造を明らかにした．対象は，中学，高

校，大学年代のスポーツ指導に携わる指導者とした．	
 	
 

その結果，4因子解を得た（表１）．第一因子は「指

導者からの話はメモに書き留めておくよう指導して

いる」や「その日の食事内容を日誌に記録しておくよ

う指導している」など，指導者からの助言や自分の行

動を頭の中だけで留めておくのではなく，紙などに書

き留めて見えるものとして残しおくように指導して

いることから「可視化を促すコーチング」と命名した

（α=.90）．第二因子は「学年が上がるごとに選手に

求める責任のレベルを上げている」や「指導者が感謝

の気持ちを日ごろから口にするようにしている」など

様々な人に支えられている状況へ感謝することの大

切さを伝える一方で，その人たちの思いを背負って競

技をしていることを認識させることで責任感を育て

る指導をしていることから「責任感と感謝する心を育

成するコーチング」と命名した（α=.85）．第三因子

は「目標は普段よく目に付く場所に掲げるよう指導し

ている」や「１週間単位で練習メニューは組み立てる

ようにしている」など単に目標を決めるだけではなく，

より効果的に目標達成するために必要な手法を指導

していることから「目標達成を促すコーチング」と命

名した（α=82）．第四因子は「選手が考えてきた意見

は尊重するようにしている」や「失敗してもポジティ

ブな言葉かけをするようにしている」など指導者があ

れこれ指示を与えて強制的に行動させるのではなく，

選手の考えを尊重し能動的な行動を促進させるよう

な指導をしていることから「自発的な行動を促すコー

チング」と命名した（α=75）．また，今回の予備調査

での結果はスポーツ指導者の資質向上のための有識

者会議（文部科学省，2013）で定義されているコーチ

ング（指導者は競技者の自発性の下に，目標達成のた

めに最大限のサポートをすること）と対応関係にある

ことが示された．	
 

表１	
 

LS の獲得を促すCS の因子構造とその構成項目	
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5．第一次本調査	
 

5．1	
 目的	
 

本研究は，中学，高校，大学年代のスポーツ指導に

携わる指導者を対象とし，LSの獲得を促すCSにおける

更なる汎用性を追求するため，第一次予備調査におけ

る探索的因子分析から得られた32項目と意味的妥当

性が示唆された8項目を追加した40項目をもとに，質

問紙調査を通じて量的に調査し，同スキルを多面的に

評価する尺度を開発することを目的とする．	
 

5．2	
 方法	
 

5．2．1	
 調査対象	
 

調査対象者は，関西地区，関東地区のスポーツ指導

に携わる565名（男性472名，女性93名）を対象とした．

記入漏れなどの不備が見られる回答は除外し，その結

果，有効回答数551名（男性458名，女性93名）（有効

回答率97.5％）であった．また，調査対象者の内訳と

して，大学指導者150名（男性141名，女性9名），高校

指導者230名（男性195名，女性35名），中学指導者（男

性122名，女性49名）であった.本研究は汎用的なコー

チングスキルの抽出を目的としているため，対象の競

技種目は個人種目，集団種目に偏ることのないように

野球，卓球，バレーボール，ソフトテニス，サッカー，

体操，陸上競技，剣道，バスケットボール，ソフトボ

ール，相撲，水泳，ラグビー，柔道，ダンス，フェン

シング，バドミントン、自転車競技，空手道，弓道，

アーチェリー，山岳，バトントワリング，ハンドボー

ル，モータースポーツ，ホッケー，レスリング，ボウ

リング，ゴルフ，フィギュアスケート，少林寺拳法，

セーリング，アイスホッケー，アメリカンフットボー

ル，チアリーディング，ラート競技，ボートの37競技

を対象とした.	
 

5．2．2	
 調査時期	
 

2015年8月〜同年11月末	
 

5．2．3	
 調査内容	
 

第二次予備調査で得られた資料を参考に作成し

た40項目をもとに質問紙を作成し，調査対象者に

対して，「日々の指導場面についてお聞きします．」

と記した後，「現在のご自身の様子に最も当てはま

る」ものを 4 件法（1.ぜんぜん当てはまらない～

４.とても当てはまる）により回答を求めた．また，

本研究では，指導者個人のLS及びソーシャルスキ

ル（Social	
 	
 skill:以下，SS）とLSの獲得を促す

CSとの関連から既存尺度を用いて妥当性の検討を

行った．被験者による回答への負担を考慮するた

め，指導者の LS の獲得を促す CS と特に関連性が

強いと予測される項目を選定し，検討を行った	
 

その際に調査票Aには指導者のLSを測る尺度と

して，島本ほか（2013）によるアスリートに求め

られるライフスキル評価尺度を用いた．調査票 B

にはSSを測る尺度として相川ほか（2005）による

成人用ソーシャルスキル自己評定尺度を用いた．	
 

5．2．4	
 手続き	
 

調査への手続きとしては，第二次予備調査と同

様の手続きで実施した．	
 

	
 5．2．5	
 統計処理	
 

分析方法としては，まず，因子分析を行う前に，

回答に偏向が見られる項目を平均値（1.5 未満，

または 3.5 以上を基準）から検討した．ライフス

キルの獲得を促すスポーツコーチングスキル尺度

の項目について主因子法（プロマックス回転）に

よる因子分析を繰り返し実施し，固有値と解釈可

能性をもとに因子数の決定並びに項目の精選を行

った.項目の精選については因子負荷量.40以上の

項目又は因子における項目の内容が意味的に解釈

可能なものを精選した．分析には SPSS	
 

Statistics	
 17.0を使用し，有意水準は5％とした．	
 	
 

5．3	
 結果及び考察	
 

第二次予備調査と同様，4 因子解を得た．第一因

子は「自主練習の内容は日々ノートに記録させてい

る」や「自分のやるべきことは紙に書くよう指導し

ている」など，自分の思いや考え，日々の行動を頭

の中で留めておくのではなく，紙などに書き留めて

見えるものとして残しおくように指導していること

から因子名は第二次予備調査と変わらず，「可視化を
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促すコーチング」とした．また，項目の内容として，

島本ほか（2013）に見出されたアスリートに求めら

れるLSの10側面のうち「ストレスマネジメント」，

「最善の努力」，「体調管理」，「責任ある行動」の４

側面の獲得を促すコーチングが指導者による「可

視化」という手法によって，より汎用的な CS と

して日々の指導場面で実践されていることが示

された．

 
表 2	
 ライフスキルの獲得を促すスポーツコーチングスキルの因子構造とその構成項目（ｎ＝551） 
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第二因子は「誰に対しても「ありがとう」という感

謝の気持ちを表現するよう指導している」や「自分が

してもらった嬉しいことは他人にもするように伝えて

いる」など感謝することの必要性に気づかせ，感謝の

気持ちを表現することの重要性を促すコーチングを

日々の指導場面で実践していることから「感謝の心の

育成を促すコーチング」と命名した．第二次予備調査

における第二因子の結果では，「責任感と感謝する心の

育成を促すコーチング」という島本ほか（2013）によ

って見出されたアスリートに求められるライフスキル

による「責任ある行動」と「感謝する心」の二側面の

獲得を促すコーチングスキルが因子として独立し，抽

出された．しかし，本調査では551名の被験者からサ

ンプルを抽出したため，指導場面で汎用的に実践され

ている項目が因子として抽出されたのではないかと考

えられる．その結果，第二次予備調査で抽出された「責

任ある行動」と「感謝する心」の二側面から成る「責

任感と感謝する心の育成を促すコーチング」の因子か

ら「感謝する心」の育成を促すコーチング項目のみが

因子として独立して抽出された．すなわち，指導者は

島本ほか（2013）によって見出されたアスリートに求

められるライフスキルの10側面のうち，特に「感謝す

る心」の育成を促すコーチングを重要とし，日々の指

導場面で実践していることが示唆された．そのため，

第二因子は「感謝する心の育成を促すコーチング」と

命名した．第三因子は「目標は具体的に数値化するよ

う指導している」や「1 日 1 日の練習に各自が明確な

目標を設定するよう指導している」など単に目標を決

めるだけではなく，より効果的に目標達成するために

必要な手法を指導していることから因子名は第二次予

備調査と変わらず「目標達成を促すコーチング」と命

名した.第四因子は「選手が考えてきた意見は尊重する

ようにしている」や「失敗してもポジティブな言葉か

けをするようにしている」など指導者があれこれ指示

を与えて強制的に行動させるのではなく，選手の考え

を尊重し能動的な行動を促進させるような指導をして

いることから，第二次予備調査と変わらず因子名は「自

発的な行動を促すコーチング」と命名した．	
 

5．4	
 信頼性の検証	
 

本研究では，「内的一貫性」の指標であるα係数をも

とに信頼性の検証を行った．その結果，「可視化を促す

コーチング」（α=.80），「感謝する心の育成を促すコー

チング」（α=.74），「自発的な行動を促すコーチング」

（α=.73），「目標達成を促すコーチング」（α=.70）の

４下位尺度（因子）すべてにおいて，経験的基準とな

る.70以上の値となったため，内的一貫性が確保された

と考えられる．	
 

5．5	
 既存尺度を用いた妥当性の検証	
 

本研究では，指導者個人のLS及びソーシャルスキル

（Social	
 	
 skill:以下，SS）とLSの獲得を促すCSと

の関連から既存尺度を用いて妥当性の検討を行った．

指導者のLSを測る尺度として，島本ほか（2013）によ

るアスリートに求められる LS 評価尺度を用いた．SS

を測る尺度として相川ほか（2005）による成人用 SS

自己評定尺度を用いた．また，被験者による回答への

負担を考慮するため，指導者のLSの獲得を促すCSと

特に関連性が強いと予測される項目を選定し，検討を

行った．既存尺度との相関係数（r=.20 以上を基準）

から妥当性を検討した結果，まず全ての因子とLS，SS

を測定する尺度との間に有意な相関関係が認められた

（表３）（表４）．特に「目標達成を促すコーチング」

とLSの「最善の努力」，「考える力」，SS「解読」がr=．

40以上の正の値の相関係数が認められた（いずれもｐ

<.001）．	
 

表 3	
 指導者のCSとLSの間における相関係数	
 

	
 

礼儀・マ
ナー

最善の努
力

謙虚な心
責任ある
行動

感謝する
心

考える力

.066 .286
***

.210
***

.294
***

.261
***

.342
***

.178
**

.271
***

.231
***

.358
***

.462
***

.280
***

.326
***

.286
***

.245
***

.310
***

.341
***

.310
***

.123
*

.460
***

.284
***

.392
***

.289
***

.545
***

*：<.05 **：<.01 ***：<.001調査票A=257，

可視化を促すコーチング

感謝する心の育成を促す
コーチング

自発的な行動を促すコーチ
ング

目標達成を促すコーチング
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表 4	
 指導者のCSとSSの間における相関係数	
 

	
 

	
 

6．第二次本調査	
 

6．1	
 目的	
 

本研究はより多くのコーチングを経験したであろ

うと考えられる大学生アスリートを対象とし，LS の

獲得を促すコーチングを受けた認知と，自己のLSと

の関連から，第一次本調査で抽出された項目の妥当

性を検討することを目的とする．	
 

	
 6．2	
 方法	
 

	
 6．2．1	
 調査対象	
 

関西地区（兵庫）の大学3校（国立 1，私立⒉），関

東地区（神奈川）の大学1校（私立1）の合計4校にお

ける397名（男性228名，女性169名，平均年齢19.78

±1.2歳，競技継続平均年数9.2年）の大学生アスリー

トである．記入漏れなどの不備が見られる回答は除外

し，その結果，有効回答は 287 名（男性 218 名，女性

169名）（有効回答率97.5％）であった．競技レベルは

レクリエーションレベルから全国大会に出場するレベ

ルまでと多岐にわたっている．	
 

6．2．2	
 調査内容	
 

	
 調査対象に対し，「あなたが現在までに受けてきた指

導の中で自分の人間的な成長に最も影響を受けたと思

う指導者についてお聞きします」と教示し，「その指導

者の様子を思い出しながら最も当てはまる」ものを４

件法（１.ぜんぜん当てはまらない～４.とても当ては

まる）により回答を求めた．なお，調査は郵送調査法

にて実施した．	
 

	
 6．3	
 結果及び考察	
 

	
 その結果，最も影響を受けた年代の指導者の内訳は

中学生年代142名，高校生年代185名，大学生年代59

名であった．また，最も影響を受けた指導者の役職は

監督202名，コーチ94名，その他91名であった．す

なわち，大学生アスリートは中学，高校年代の監督に

最も影響を受けていたことが示唆された．	
 

	
 次に，大学生アスリートにおける指導者のLSの獲得

を促すコーチングへの認知と自己のLSの相関係数

（r=.20以上を基準）から妥当性の検討を行った（表４）．

その結果，特に「可視化を促すコーチング」，「目標達

成を促すコーチング」と「目標設定」，「感謝する心の

育成を促すコーチング」と「感謝する心」がr=．30以

上の正の値の相関係数が認められた（いずれもｐ

<.001）．	
 

すなわち，指導者が促したLSの獲得を促すコーチン

グが選手のLSの獲得に影響を与えていたことが示され

た．	
 

	
 	
 	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

表 5	
 大学生アスリートのLSの間における相関係数	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 

 

関係開始 解読 主張性 関係維持

.157
**

.223
***

.269
***

.209
***

.198
***

.309
***

.172
**

.256
***

.240
*** .063 .105 .202

***

.354
***

.414
***

.302
***

.349
***

**：<.01 ***：<.001調査票B　ｎ=294，

可視化を促すコーチング

感謝する心の育成を促す
コーチング

自発的な行動を促すコーチ
ング

目標達成を促すコーチング

目標設定
コミュニ

ケーション

ストレスマ

ネジメント
体調管理 最善の努力

礼儀・マ

ナー

責任ある行

動
考える力 謙虚な心 感謝する心

.380
*＊*

.158
＊*

.195
*＊* .087 .157

** -.013 .155
**

.139
**

.138
** .079

.172
*＊*

.219
*＊*

.212
*＊* .096 .273

*＊*
.131

**
.264

**
.198

**
.252

**
.356

**

.145
** .091 .141

** .042 -.033 .127
* .044 .038 .133

**
.105

*

.381*＊* .223*＊* .218*＊* .189*＊* .223*＊* .014 .216*＊* .194*＊* .178*＊* .124*

*：<.05 **：<.01 ***：<.001

可視化を促すコーチング

感謝する心の育成を促すコーチング

自発的な行動を促すコーチング

目標達成を促すコーチング
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7．総合的考察 

本研究では，中学・高校・大学年代のスポーツ指導

に携わる指導者を対象とし，アスリートの人間的な成

長を促進する方略の一つでもあるLSに焦点を当て，同

スキルの獲得を促す働きかけ，すなわちCSを指導者の

実践的な経験から抽出し，多くの指導者に該当するよ

うな汎用的なCS明らかにしたのちに，同CSを評価す

ることが可能な心理尺度の開発を目的として行った．	
 

その結果，指導者はLSの獲得を促す働きかけとして，

「可視化を促すコーチング」，「感謝の心の育成を促す

コーチング」，「自発的な行動を促すコーチング」，「目

標達成を促すコーチング」の４下位尺度（計16項目）

が日々の指導場面で実践されているCSとして示され

た.その中でも，「目標達成を促すコーチング」は他の

三因子との関連性が強いことからLSの獲得を促すCS

において中核的なスキルとしての役割を担っているこ

とが示唆される.さらに，LSの学習効果を高める方略

の一つとして指導者は，紙やノートに自分の考えや思

い，個人の体重や体調の詳細などを書き留めておくよ

うに指導していることが示された.すなわち，指導者は

LSの獲得を促す具体的なテクニックとして「可視化」

を促すことが効果的であると考えられていることが汎

用的に示唆された.また，「感謝する心の育成を促すコ

ーチング」や「目標達成を促すコーチング」は指導者

がLS（島本ほか，2013）の10側面の中でも特に，重

要と考えて，指導を実践していることが汎用的に示さ

れた.「自発的な行動を促すコーチング」は選手の自発

性の下において，LSの獲得を促していることから，ス

ポーツ指導者の資質向上のための有識者会議（2013）

で定義されている，「スポーツコーチングは選手の「自

発性の下」に行われる活動」の文言と対応関係にある

ことが示された.	
 

また，各々の因子ともα係数は基準値である.70以

上であり，尺度としての信頼性は確保されていること

が示された．さらに，既存尺度や大学生アスリートの

LSとの間に有意な相関関係が認められ，妥当性が示さ

れた．以上の結果，LSの獲得を促す「スポーツコーチ

ングスキル尺度」が開発された．	
 

本研究で開発された尺度は4因子16項目という分量

からも，スポーツ指導現場や指導者講習会などでも短

時間で実施することが可能である．このように指導者

の方々に使用してもらうことでスポーツ指導者の資質

向上のための有識者会議（2013）にて検討課題とされ

ている指導者の自己研鑽にも，学際的な側面からの知

見を提示できることが期待される.	
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